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研究成果の概要（和文）：コロケーションやそのコロケーションと共に使用される文法項目を調べることができ
るコーパスツールは、日本語学習者がライティングに活用できるツールである。しかし、学習者がそれを活用す
ることは容易ではない。本研究の目的は、日本語学習者がライティングを行うときに、コーパスツールを効果的
に活用できるよう、コーパスツールの使い方を学ぶことができるウェブサイトを開発することであった。本ウェ
ブサイトは、本研究で有効性を検証した「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」に基づいて作成さ
れている。

研究成果の概要（英文）：Corpus tools that can be used to search for collocations and grammatical 
items that go with them can assist Japanese learners with their writing. However, such tools are 
difficult for learners to use. The aim of this research is to create a website for Japanese learners
 to learn how to utilize corpus tools effectively in their writing process.This website is being 
developed based on a “Model for Corpus Tools Utilization in Writing”, which was tested for 
effectiveness in this study.

研究分野：日本語教育

キーワード： コーパスツール　教材開発　オンライン教材　日本語学習　ライティング

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本ウェブサイトでは、コーパスツール上で機能する辞書を紹介している。また、ヨーロッパ言語共通参照枠
（CEFR：The Common European Framework of Reference for Languages）のA2以上でB1レベルを目指す学習者を
想定し、やさしい日本語を使用している。そのため、母語を問わず、日本語学習の早期の段階から利用すること
が可能である。また、本ウェブサイトの公開により、個人の学習だけでなく、授業においてもコーパスツールを
用いたライティングを導入することが容易になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
「NINJAL-LWP for BCCWJ」、「NINJAL-LWP for TWC」と呼ばれるコーパスツールは、大規
模なコーパスから特定の表現を分析できるツールである。コーパスツールは、図１のように、検
索語の前後に共起する語（以下：コロケーション）を集計し、頻度をはじめとする統計値を文法
のパターンごとで表示できる。そのため、日本語学習者（以下：学習者）がライティングをする
際に活用することが期待されている。 
 図 1  NINJAL-LWP for TWC 注１ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
実際に、寺嶋（2016）による短文での実験、Hodoscek他（2011）による作文での実験では、
学習者がコーパスツールを使用すると、コロケーションの選択に有効だという研究成果が示さ
れている。しかし、これまでのところ、日本語教育の分野において、コーパスツールが浸透して
いるとは言えない現状がある。そうした背景には、①コーパスツールに大量の日本語の情報が表
示されるが、漢字の読み方や言葉の意味を表示する機能がない、②コーパスツール上の文法的な
整理が学習者にとってわかりにくい、③学習者がコーパスツールを使用しても、大量の情報から
ライティングの文脈に合うコロケーションを適切に見つけられるとは限らない、という問題が
あるからだと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、学習者がライティングにおいて効果的にコーパスツールを使用するための調査・
研究を行い、その得られた成果に基づき教材を開発した。教材はウェブサイトとして提供し、コ
ーパスツールの基本的な使い方だけでなく、コーパスツールを用いたライティングの方法が学
べるようになっている。本ウェブサイトでは NINJAL-LWP for TWCをコーパスツールとして
用いた。また、対象者は、早期の段階からコーパスツールが使用できるように、ヨーロッパ言語
共通参照枠（CEFR: Common European Framework of Reference for Languages）の A2レベ
ルに到達し、B1レベルの学習をしている者とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、（1）辞書に関する実態調査、（2）コーパスツールワークショップでの教材を用いた
実践、（3）「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」の検証、（4）ウェブサイトの開
発、の 4つで構成されている。 
 
（1）辞書に関する実態調査 
コーパスツールを使用する際には、辞書を併用することが不可欠であることから、辞書に焦点
を当てた調査を行った。この調査の狙いは、学習者が使用する辞書の実態やそれに対する意識を
明らかにし、その知見をワークショップやウェブサイトの開発に活かすことであった。 
アンケート調査では、307名（初級 80名、中級 76名、中上級 57名、上級 94）からの回答を
得た。また、辞書で表示される情報を調べるため、初級・中級で最も使用されていた「Google 
Translate」、中上級・上級レベルで最も使用されていた「imiwa?」について分析を行った。 
 
（2）コーパスツールワークショップでの教材を用いた実践 
コーパスツールワークショップで使用するための教材を開発し、学習者向けのワークショッ
プを開催した。ワークショップは 2019年度と 2020年度に各 1回開催し、2回目のワークショ
ップでは、1回目の結果を踏まえ、内容と進め方を改善した。どちらのワークショップでも、最
初に辞書の問題について考えてもらい、コーパスツールの機能やメリットを学んでもらった。そ
の後は、基本的なコーパスツールの使い方を練習した後に、「ライティングにおけるコーパスツ
ール活用モデル」を用いて、作文を書いてもらった。2019年度のワークショップは対面で実施
し、1週目に辞書、2週目にコーパスツールをテーマとして扱った。参加者は中上級レベルの学
習者で、全体で 38 名となった。一方、2020 年度のワークショップはオンラインで 1 日のみで
実施し、中級～中上級レベルの学習者 20名が参加した。 
 
（3）「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」の検証 

2回目のワークショップの参加者の中で、コーパスツールを効果的に使用できなかった学習者



を対象にし、3 回のライティング活動を行った。このライティング活動の目的は、「ライティン
グにおけるコーパスツール活用モデル」を改善したモデルで作文を継続的に書いてもらい、その
モデルの効果を検証することであった。 
 
（4）ウェブサイトの開発 
それまでのワークショップの教材と運営方法、「ライティングにおけるコーパスツール活用モ
デル」を基にウェブサイトを開発した。 
 
４．研究成果 
（1）辞書に関する実態調査 
 アンケート調査の結果から学習者の辞書の使用実態と意識を明らかにした（板井・寺嶋 2019）。
まず、読んだんだり書いたりする際、初級・中級学習者は「Google Translate」、中上級・上級
学習者は「imiwa?」を最も使用していることがわかった。初級・中級の学習者が辞書において
最も問題に感じているのは「文法情報がない」ということで、次いで「使用される文脈がわから
ない」ということであった。それに対し、中上級・上級の学習者が最も問題に感じているのは「詳
しい意味の説明がない」ということで、次いで「使用される文脈がわからない」ということであ
った。 
さらに、学習者によく使用される「Google Translate」と「imiwa?」の辞書の情報についても
分析した（板井・寺嶋 2019）。検索語として英語を入れ、適切な対訳語が表示されるかという分
析では Google Translate：56語/100語、imiwa?：73語/100語となり、辞書で検索しても適切
な日本語が表示されないとい可能性があることが示唆された。特に、Google Translateは、文章
単位でコンテキストを把握し、正確な訳語の候補を見つけるシステムを採用していることから、
精度が低くなったと考えられた。また、2名の教員が「imiwa?」に表示される用例を評価したと
ころ、平均 15％が学習者にとって不適切なものだと判断された。その原因については、①文脈
がわかりにくい、②文が長過ぎる、③専門的過ぎる、④不自然なコロケーションとなっている、
⑤文法的な誤りがある、⑥漢字の読み方の誤りで意味が成立しない、⑦見出し語と用例が合わな
い、と分類した。 

 
（2）コーパスツールワークショップでの教材を用いた実践 
 コーパスツールワークショップでは、これまでの辞書の研究で得られた知見を取り入れると
ともに、「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル（図 2）」を取り入れた（寺嶋・板井
2021、寺嶋・板井 2022）。このモデルは、①コーパスツールで表示される漢字の読み方や意味を
理解するために、ツール上で使用できるポップアップ辞書を用いる、②ライティング前にテーマ
に関する語彙ネットワークを作成し、テーマに関する語彙・コロケーションの知識を獲得する、
③語彙ネットワークの作成によって表現したいことを意識化する、④語彙ネットワークからコ
ロケーションを選択し、ライティングを行う、⑤ライティング時にも必要に応じてコーパスツー
ルを使用する、という特徴がある。語彙ネットワークとは、コーパスツールを用いて、キーワー
ドの前後のコロケーション、コロケーションと共に使用される助詞などの文法項目を書き込む
ものである。 
        図 2 「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」 
 

  
 
 
 

 
 
 

  
  

 
 
 
ワークショップでの実践からコーパスツールを活用するための説明方法や進め方について振り
返り、ウェブサイトのビデオ教材にその知見を活かした。また、ワークショップの実践から、上
記のモデルをうまく活用して作文が書ける者とそうではない者がいること、コーパスツールを
用いても誤用が起きることが明らかとなった。作文の誤用分析を行った寺嶋・板井（2022）は誤
用には、コロケーション、あるいはコロケーションと共に使用された文法項目が原因で誤用と判
断されたもの、コロケーションが使用された節において誤用と判断されたものがあり、どちらの
場合も「混同」による誤用が多いことを報告している。 
 
 
（3）「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」の検証 



修正した「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル（図 3）」を用いて、継続的にライ
ティング活動を行った場合、どのような変化が現れたかを明らかにした（板井・寺嶋 2023）。修
正したモデルというのは新たに短文作成というプロセスを加えたものである。 

 
図 3 修正を加えた「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」 

   
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
3回のライティング活動を分析した結果、3名ともワークショップ後の活動において作文の文
字数、及び作文への使用数が増える傾向が見られた。また、振り返りにおいて学習者は検索の慣
れについて触れており、繰り返しの使用に効果があることがわかった。さらに、作文で使用され
たコロケーションには、①語彙ネットワークから短文、短文から作文に使用されたもの、②語彙
ネットワークから作文に使用されたもの、③短文で初めて使用され、作文にも使用されたもの、
④作文で初めて使用されたもの、という 4つのパターンがあることがわかった。そのため、新た
なモデルでは、コーパスツールの多様な使用パターンによって、作文でのコロケーションの使用
数が増加し、短文作成が作文に活かされたと考察した。 
  
（4）ウェブサイトの開発 
 それまでの研究成果を活かし、「日本語を学ぶ人のためのコーパスツール・ライティング」と
いうウェブサイト（図 4）を開発し、公開した。ウェブサイトの詳細については、寺嶋・板井（2023）
においても報告した。 
 
     図 4ウェブサイト「日本語を学ぶ人のためのコーパスツール・ライティング」注２ 
  
 
 
  
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
  
 
 

 
 

 
まず、本ウェブサイトは、ビデオレッスンのページと練習タスクのページに分かれている。ビ
デオレッスンでは、コーパス・コーパスツール、ポップアップ辞書の使い方、品詞ごとの文法パ
ターンの見方について学べるようになっている。また、コーパスツール・ライティングのビデオ
は、「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」を用いたライティングのチュートリア
ルとなっている。各ビデオの内容はスライドでも確認できるようになっている。 
一方、練習タスクでは、コーパスツールの検索方法の復習、適切なコロケーションの選択、不



適切なコロケーションの選択、適切な文法項目の選択といった練習ができる。また、コーパスツ
ール・ライティングのページでは、「ライティングにおけるコーパスツール活用モデル」に沿っ
て、作文が書けるようになっている。作文のテーマは、生活、文化、人間関係、社会のカテゴリ
ーで各 8つ、合計 32を設定している。 
本ウェブサイトでは、コーパスツール上で機能する辞書を紹介している。また、CEFRの A2
以上で B1レベルを目指す学習者を想定し、やさしい日本語を使用している。そのため、母語を
問わず、早期の段階から利用することが可能である。また、本ウェブサイトの公開により、個人
の学習だけでなく、授業においてもコーパスツールを用いたライティングを導入することが容
易になり、効果的にコーパスツールを使用できるユーザーが増えることを期待している。 

 
 
 
注 
注 1 筑波大学・国立国語研究所・Lago言語研究所『NINJAL-LWP for TWC』https://tsukuba 

webcorpus.jp 
注 2 科研グループ：コーパスツールユーザーを育成するための教材開発とその検証『日本
語を学ぶ人のためのコーパスツール・ライティング』https://www.corpustool-
writing.com/ 
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